メーイ作エピグラム「フュッリスについて」 by 津上 英輔
（1）226
第 1 章　単独葉 Cod. Vat. Barb. lat. 1819, fol. 93
　イタリアの人文学者ジローラモ・メーイ（Girolamo Mei, 1519-1594）作と











現在ヴァティカン図書館で Vat. Barb. lat. 1819と番号づけられた 1巻に，第93













（tréma: ÿ, ϊ），ギリシャ語における語末シグマの表記法（ςでなく σ）も，で
きるだけ忠実に再現する．
De Phÿlide
Aurea sidereos cum forte reduceret ignes,
Prospiciens dulci lumine cuncta Venus;
Efferri fato cum sensit Phÿllida acerbo
Functam, et pallenti fronde uirere comas;
Parcere non lacrimis potuit, non ore querelis
His mestam duris se abstinuisse dea,
Militia, hem, re à nostra, et dulci à coniuge Phylli,
O decus innuptaru(m), abstulit atra dies.
Ἐκ τῶν τῆσ Σοφοκλέουσ Ἀντϊγόνησ
τὰσ γὰρ ἡδονὰσ
ὅταν προδῶσϊν ἄνδρεσ, οὐ τϊθημ’ ἐγὼ
ζῆν τοῦτ’. ἀλλ’ ἔμψυχον ἡγοῦμαι νεκρόν.





















































































が「できごと，条件，力などを表わす」として，τὸ τοῦ Σόλωνος（Plato, 
Laches 188b）を挙げ“the maxim of Solon”と訳す．また Kühner（1898）.T.2. 



















ὅταν προδῶσιν ἄνδρες, οὐ τίθημ’ ἐγὼ






















 8）　Athenaeus（1887-90）. vol. 2. 120; vol. 3. 207.
 9）　Jebb（1900）. lii, 207．




































14）　Sophoclis Tragoediae septem. Floreniae apud Iunctam. MDXLVII.
15）　Sandys（1958）. vol. 2. 137.




























17）　ΣΟΦΟΚΛΕΟΥΣ ΑΙ ΕΠΤΑ ΤΡΑΓΩΔΙΑΙ. Annotationes Henrici Stephani in 
Sophoclem & Euripidem, seorsum excusae, simul prodeunt. ANNO M. D. 











 - ˘ ̆  | - ˘ ˘ | - || - | - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | - -
1. Aurea sidereos cum forte reduceret ignes,
  - ˘ ̆ | - - | - || - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | ˘
2.  Prospiciens dulci lumine cuncta Venus;
 - - | - - | - || - | - - | - ˘ ˘ | - -
3. Efferri fato cum sensit Phÿllida acerbo
  - - | - - | - || - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | -
4.  Functam, et pallenti fronde uirere comas;
 - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | - || ˘ ˘ | - - | - ˘ ˘ | - -
5. Parcere non lacrimis potuit, non ore querelis
  - - | - - | - || - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | ̆
6.  His mestam duris se abstinuisse dea,
 - ̆  ̆  | - - | - || - | - - | - ˘ ˘ | - -
7. Militia, hem, re à nostra, et dulci à coniuge Phylli,
  - ˘ ˘ | - - | - || - ˘ ˘ | - ˘ ˘ | -
8.  O decus innuptarum, abstulit atra dies.
　ここからわかるように，これは英雄六歩律（dactylic hexameter）と英雄五
歩律（d. pentameter）を組み合わせるエレゲイアの形を取り，その組を 4回
繰り返している．六歩律の第 1， 3， 5， 7行で，第 5歩はスポンデイオス
ではなく規則通りダクテュロスによっている．同様に，五歩律の第 2， 4，
6， 8行で，第 2半行（hemistich）の第 1， 2歩（2. lumine cuncta Ve-; 4. 
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fronde uirere co-など）もダクテュロスである20）．初歩的なことを確認すれ
ば，第 4行 Functam, etでは，母音 eに先立つ語末のmが，自分の母音 aも
ろとも脱落する母音省略（elision，この場合，ecthlipsisと呼ばれる）が見ら
れ，結果として，位置上長い次の eが第 1半行第 1歩の後半をなしている．
同様のことは第 8行 innuptarum abstulitにも生じていて，第 1半行は長音の
arで終わり，休止（caesura）を挟んで，位置上長い次の aが第 2半行を始め
る．またエレゲイアの規則21）に従って，各行の 2 ½歩の後に，例外なく大き
な休止が置かれる．しかし第 6， 7， 8行では，休止における母音省略が生
じている．これは六歩律では珍しくないものの，五歩律では「きわめて稀」22）

































い叫びを（ore querelis His ... duris）上げずにはいられなかった（non ... 


















































































　まず Venus を aurea（金の）と形容する例は紀元前 1世紀のウェルギリウ
ス（Aeneis 10.16），同ホラーティウス（Carmina 1.5.9）にある．sidereos 
ignes（星座の火々）は紀元前後のオウィディウスの『変身物語（Metamorphoses）』 
115.665に postea sidereos Aurora fugauerat ignes（その後曙が星座の火々を
追い払った）とあり，「フュッリスについて」第 7，8行の「戦で…日が…連
れ去った」とも呼応する．第 4行 fronde uirereは修辞的な語法ではないが，
ウェルギリウス（Aeneis 6.206）に見られる．同様に，第 5 行の parcereが
lacrimisを目的語とする用例は，紀元後 1 世紀のセネカ（Hercules Oetaeus 
1507）にある．同じ行で querelaの前に oreが置かれているが，同様の例は
紀元後 1世紀のスタティウスに 2度（Thebais 5.543; 6, 185）現われる．第 8



















マにおけるその頂点とされるマルティアーリス（Marcus Valerius Martialis, 
c. 40- c.104 CE）は「簡潔な表現と最後の「落ち」の鋭さ，多様さ」を特徴と
する27）．ラテン語によるエピグラムはルネサンス期以降も盛んに作られ，ア
リストテレース『詩学』に刺激された16世紀人による詩論の対象にもなった．







ノ（Antonio Minturno, 1500-1574）は1563年の L’Arte Poetica（詩作術）にお
いて，俗語のエピグラムについて次のように述べている．
それゆえエピグラムは，言わずに済ますべきでないことを，簡潔かつ機知に






28）　Scaliger（1561）. 3, 1cap. 26, p. 170.

















































































da Caravaggio, c. 1571-1610），ベルニーニ（Giovanni Lorenzo Bernini, 1598-
1680），レンブラント（Rembrandt Harmenszoon van Rijn, 1606-1669）の時代
であり，音楽においては，モンテヴェルディ（Claudio Monteverdi, 1567-
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